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特 別 会 計

病 院 事 業 会 計

一 般 会 計  　  　 　 ※（　）は予算執行率

歳入歳出予算額 　  95億915万円

町 の 財 産（平成16年度末現在）

農林水産業費
7億8,101万円

8.2％（17.8％）
民  生  費

19億565万円
20.0％（56.4％）

衛  生  費
11億8,819万円

12.5％（61.2％）

土木費
7億9,093万円

8.3％（33.9％）

公  債  費
16億7,281万円

17.6％（48.7％）

教  育  費
10億3,893万円

10.9％（41.5％）

総  務  費    
15億4,187万円

16.2％（32.8％）

地方交付税
43億8,009万円

46.1％（67.6％）

町　　税
13億44万円

13.7％（70.1％）

県支出金
6億9,283万円
7.3％（8.7％）

国庫支出金
6億3,366万円
6.7％（9.9％）

町　債
10億2,790万円
10.8％（1.1％）

一般会計
歳　　入

一般会計
歳　　出

平
成
16
年
度
決
算
状
況

平
成
17
年
度
予
算
状
況　

９
月
30
日
現
在

歳 入 合 計
95億3,910万円

歳 出 合 計
93億8,934万円

歳入歳出差引額
1億4,976万円

－ ＝

地方交付税
38億3,548万円

40.2％

民  生  費
16億8,201万円

17.9％

公  債  費
19億1,472万円

20.4％
土木費

5億9,526万円
6.3％

衛  生  費
15億904万円

16.1％

教  育  費
9億8,851万円

10.5％

総  務  費
15億7,441万円

16.8％

消防費　3億4,412万円　3.7％ 商工費　5,207万円　0.6％

災害復旧費　2,395万円　0.3％

議会費　1億2,744万円　1.4％

その他　76万円　0.0％

自主財源
29億6,685万円
　　 （31.1％）

依 存 財 源　　 
65億7,225万円
　（68.9％）

目 的 別 の 使 途

93億8,934万円

町　　税
12億5,189万円

13.1％

その他
15億2,641万円

16.0％

分担金・負担金
1億8,855万円
2.0％

国・県支出金
10億2,368万円

10.7％

町　　債
12億180万円

12.6％

地方消費税交付金
1億8,399万円　1.9％

3億2,730万円　3.4％

その他

特 別 会 計

病 院 事 業 会 計

農林水産業費
5億7,705万円

6.1％
民  生  費

19億565万円
20.0％（56.4％）

衛  生  費
11億8,819万円

12.5％（61.2％）

土木費
7億9,093万円

8.3％（33.9％）

公  債  費
16億7,281万円

17.6％（48.7％）

教  育  費
10億3,893万円

10.9％（41.5％）

総  務  費    
15億4,187万円

16.2％（32.8％）

その他　581万円0.1％（2.6％）消防費
3億7,142万円

3.9％（42.0％）

議会費
1億4,113万円

1.5％（49.1％）

商工費
6,409万円

0.7％（62.1％）

災害復旧費
731万円

0.1％（69.5％）

歳 　 出
（44.5％）

農林水産業費
7億8,101万円

8.2％（17.8％）

町民1人当たりに使われた町のお金
440,483円

（1世帯当たりでは　1,363,343円）

89,825円

78,908円

73,860円

70,794円

46,374円

27,926円

27,071円

1,124円

24,601円

公　　債　　費

民　　生　　費

総　　務　　費

衛　　生　　費

教　　育　　費

土　　木　　費

農林水産業費

災 害 復 旧 費

そ　　の　　他

町民1人当たりが納めた町の税金
58,729円

（1世帯当たりでは　181,775円）

31,201円

21,118円

4,749円

1,661円

固 定 資 産 税

町　　民　　税

た ば こ 税

軽 自 動 車 税

予 算 現 額

地方交付税
43億8,009万円

46.1％（67.6％）

その他　7億4,127万円
7.8％（49.6％）

歳 　 入
（46.9％）

町　　税
13億44万円

13.7％（70.1％）

県支出金
6億9,283万円
7.3％（8.7％）

分担金・負担金1億9,297万円
2.0％（41.7％）

国庫支出金
6億3,366万円
6.7％（9.9％）

繰入金　5億3,999万円
5.7％（0.6％）

　　　  一般会計

128億6,061万円   

病院事業会計
57億4,714万円

下水道事業特別会計
　　　　　　　　　　　　23億8,898万円

公 債 費
（借入金残高）
（16年度末現在）

総 　 額
209億9,673万円

土　　　　地� 11,769,110㎡

建　　　　物� 114,945㎡

有価証券、出資金、債権� 12億6,727万円

財政調整基金� 8,745万円

減 債 基 金� 1億2,916万円

土地開発基金（土地含）� 4億136万円

公共施設等整備基金� 3億2,435万円

地域福祉基金� 1億1,451万円

その他の基金� 2億665万円

財政調整基金� 2,178万円

高額療養費貸付基金� 508万円

介護保険給付費準備基金� 2,782万円

下水道事業整備基金� 3,351万円

土　　　　地� 15,647㎡

建　　　　物� 575㎡

予算額 26億3,774万円

歳入　　　　　　　（41.2％）

歳出　　　　　　　（37.3％）

予算額 24億4,874万円

歳入　　　　　　　（40.4％）

歳出　　　　　　　（43.9％）

予算額 17億8,642万円

歳入　　　　　　　（52.1％）

歳出　　　　　　　（42.2％）

予算額 15億6,784万円

歳入　　　　　　　（31.2％）

歳出　　　　　　　（26.7％）

収入予算額　29億3,849万円（47.9％）

支出予算額　30億4,476万円（42.3％）

収入予算額　31億7,860万円（78.5％）

支出予算額　32億5,108万円（42.8％）3

予算額 12億44万円

歳入　　　　　　　（29.5％）

歳出　　　　　　　（28.3％）

予算額 7,434万円

老
人
保
健

健
康
保
険

国
　
　
民

処
理
施
設
事
業

農
業
集
落
排
水

歳入　　　　　　　（61.6％）

歳出　　　　　　　（42.8％）

簡
易
水
道
事
業

健
診
セ
ン
タ
ー

予算額 11億5,227万円

歳入　　　　　　　（39.7％）

歳出　　　　　　　（48.7％）

直

診

勘

定

国
民
健
康
保
険

予算額 12億1,705万円

歳入　　　　　　　（62.3％）

歳出　　　　　　　（36.5％）

介
護
保
険

下
水
道
事
業

　町条例により、平成17年度の財政状況を公表し、併せて平成16年度の決算の状況をお知らせします。
　平成17年度の一般会計予算は、９月30日現在で95億915万円で、予算の執行率は歳入で46.9％、歳出で44.5％となっています。
　平成16年度の一般会計決算状況は、歳入95億3,910万円、歳出93億8,934万円で、歳入歳出差し引き1億4,976万円の剰余金が
生じました。この額から、翌年度へ繰り越すべき財源575万円を差し引いた実質収支額は、1億4,401万円の黒字となりました。
　それぞれの詳細については次のとおりです。

一 般 会 計 国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

簡 易 水 道 特 別 会 計

土　　　　地� 7,152㎡

建　　　　物� 1,092㎡

農業集落排水処理施設事業特別会計

土　　　　地� 7,504㎡

建　　　　物� 755㎡

土　　　　地� 669㎡

建　　　　物� 1,035㎡

健診センター施設整備等基金� 2億円

国民健康保険直診勘定特別会計

健 診 セ ン タ ー 特 別 会 計

収
益
的

資
本
的

※収益的収入・支出とは営業的な経費のこと。
※資本的収入・支出とは建物の建設費などのこと。

平成17年9月30日現在　人口21,206人　世帯数6,903世帯

平成17年3月31日現在　人口21,316人　世帯数6,887世帯

※収益的収入・支出とは営業的な経費のこと。
※資本的収入・支出とは建物の建設費などのこと。

歳　入 歳　出
老 人 保 健 24億3,432万円 24億3,383万円
国民健康保険 23億5,800万円 23億1,068万円
介 護 保 険 16億8,534万円 16億6,820万円
下 水 道 事 業 5億8,614万円 5億7,951万円

農業集落排水
処理施設事業

2億7,912万円 2億7,410万円

簡易水道事業 6,943万円 6,522万円

国 民 健 康 保
険 直 診 勘 定

1億1,461万円 1億1,361万円

健診センター 3億6,066万円 3億3,741万円

収　入 支　出
収 益 的 29億4,116万円 29億1,386万円
資 本 的 1億5,943万円 2億2,498万円

町民1人当たりが納める町の税金
61,324円

（1世帯当たりでは　188,388円）

町民1人当たりに使われる町のお金
446,104円

（1世帯当たりでは　1,377,539円）



e w

特 別 会 計

病 院 事 業 会 計

一 般 会 計  　  　 　 ※（　）は予算執行率

歳入歳出予算額 　  95億915万円

町 の 財 産（平成16年度末現在）

農林水産業費
7億8,101万円

8.2％（17.8％）
民  生  費

19億565万円
20.0％（56.4％）

衛  生  費
11億8,819万円

12.5％（61.2％）

土木費
7億9,093万円

8.3％（33.9％）

公  債  費
16億7,281万円

17.6％（48.7％）

教  育  費
10億3,893万円

10.9％（41.5％）

総  務  費    
15億4,187万円

16.2％（32.8％）

地方交付税
43億8,009万円

46.1％（67.6％）

町　　税
13億44万円

13.7％（70.1％）

県支出金
6億9,283万円
7.3％（8.7％）

国庫支出金
6億3,366万円
6.7％（9.9％）

町　債
10億2,790万円
10.8％（1.1％）

一般会計
歳　　入

一般会計
歳　　出

平
成
16
年
度
決
算
状
況

平
成
17
年
度
予
算
状
況　

９
月
30
日
現
在

歳 入 合 計
95億3,910万円

歳 出 合 計
93億8,934万円

歳入歳出差引額
1億4,976万円

－ ＝

地方交付税
38億3,548万円

40.2％

民  生  費
16億8,201万円

17.9％

公  債  費
19億1,472万円

20.4％
土木費

5億9,526万円
6.3％

衛  生  費
15億904万円

16.1％

教  育  費
9億8,851万円

10.5％

総  務  費
15億7,441万円

16.8％

消防費　3億4,412万円　3.7％ 商工費　5,207万円　0.6％

災害復旧費　2,395万円　0.3％

議会費　1億2,744万円　1.4％

その他　76万円　0.0％

自主財源
29億6,685万円
　　 （31.1％）

依 存 財 源　　 
65億7,225万円
　（68.9％）

目 的 別 の 使 途

93億8,934万円

町　　税
12億5,189万円

13.1％

その他
15億2,641万円

16.0％

分担金・負担金
1億8,855万円
2.0％

国・県支出金
10億2,368万円

10.7％

町　　債
12億180万円

12.6％

地方消費税交付金
1億8,399万円　1.9％

3億2,730万円　3.4％

その他

特 別 会 計

病 院 事 業 会 計

農林水産業費
5億7,705万円

6.1％
民  生  費

19億565万円
20.0％（56.4％）

衛  生  費
11億8,819万円

12.5％（61.2％）

土木費
7億9,093万円

8.3％（33.9％）

公  債  費
16億7,281万円

17.6％（48.7％）

教  育  費
10億3,893万円

10.9％（41.5％）

総  務  費    
15億4,187万円

16.2％（32.8％）

その他　581万円0.1％（2.6％）消防費
3億7,142万円

3.9％（42.0％）

議会費
1億4,113万円

1.5％（49.1％）

商工費
6,409万円

0.7％（62.1％）

災害復旧費
731万円

0.1％（69.5％）

歳 　 出
（44.5％）

農林水産業費
7億8,101万円

8.2％（17.8％）

町民1人当たりに使われた町のお金
440,483円

（1世帯当たりでは　1,363,343円）

89,825円

78,908円

73,860円

70,794円

46,374円

27,926円

27,071円

1,124円

24,601円

公　　債　　費

民　　生　　費

総　　務　　費

衛　　生　　費

教　　育　　費

土　　木　　費

農林水産業費

災 害 復 旧 費

そ　　の　　他

町民1人当たりが納めた町の税金
58,729円

（1世帯当たりでは　181,775円）

31,201円

21,118円

4,749円

1,661円

固 定 資 産 税

町　　民　　税

た ば こ 税

軽 自 動 車 税

予 算 現 額

地方交付税
43億8,009万円

46.1％（67.6％）

その他　7億4,127万円
7.8％（49.6％）

歳 　 入
（46.9％）

町　　税
13億44万円

13.7％（70.1％）

県支出金
6億9,283万円
7.3％（8.7％）

分担金・負担金1億9,297万円
2.0％（41.7％）

国庫支出金
6億3,366万円
6.7％（9.9％）

繰入金　5億3,999万円
5.7％（0.6％）

　　　  一般会計

128億6,061万円   

病院事業会計
57億4,714万円

下水道事業特別会計
　　　　　　　　　　　　23億8,898万円

公 債 費
（借入金残高）
（16年度末現在）

総 　 額
209億9,673万円

土　　　　地� 11,769,110㎡

建　　　　物� 114,945㎡

有価証券、出資金、債権� 12億6,727万円

財政調整基金� 8,745万円

減 債 基 金� 1億2,916万円

土地開発基金（土地含）� 4億136万円

公共施設等整備基金� 3億2,435万円

地域福祉基金� 1億1,451万円

その他の基金� 2億665万円

財政調整基金� 2,178万円

高額療養費貸付基金� 508万円

介護保険給付費準備基金� 2,782万円

下水道事業整備基金� 3,351万円

土　　　　地� 15,647㎡

建　　　　物� 575㎡

予算額 26億3,774万円

歳入　　　　　　　（41.2％）

歳出　　　　　　　（37.3％）

予算額 24億4,874万円

歳入　　　　　　　（40.4％）

歳出　　　　　　　（43.9％）

予算額 17億8,642万円

歳入　　　　　　　（52.1％）

歳出　　　　　　　（42.2％）

予算額 15億6,784万円

歳入　　　　　　　（31.2％）

歳出　　　　　　　（26.7％）

収入予算額　29億3,849万円（47.9％）

支出予算額　30億4,476万円（42.3％）

収入予算額　31億7,860万円（78.5％）

支出予算額　32億5,108万円（42.8％）3

予算額 12億44万円

歳入　　　　　　　（29.5％）

歳出　　　　　　　（28.3％）

予算額 7,434万円

老
人
保
健

健
康
保
険

国
　
　
民

処
理
施
設
事
業

農
業
集
落
排
水

歳入　　　　　　　（61.6％）

歳出　　　　　　　（42.8％）

簡
易
水
道
事
業

健
診
セ
ン
タ
ー

予算額 11億5,227万円

歳入　　　　　　　（39.7％）

歳出　　　　　　　（48.7％）

直

診

勘

定

国
民
健
康
保
険

予算額 12億1,705万円

歳入　　　　　　　（62.3％）

歳出　　　　　　　（36.5％）

介
護
保
険

下
水
道
事
業

　町条例により、平成17年度の財政状況を公表し、併せて平成16年度の決算の状況をお知らせします。
　平成17年度の一般会計予算は、９月30日現在で95億915万円で、予算の執行率は歳入で46.9％、歳出で44.5％となっています。
　平成16年度の一般会計決算状況は、歳入95億3,910万円、歳出93億8,934万円で、歳入歳出差し引き1億4,976万円の剰余金が
生じました。この額から、翌年度へ繰り越すべき財源575万円を差し引いた実質収支額は、1億4,401万円の黒字となりました。
　それぞれの詳細については次のとおりです。

一 般 会 計 国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

簡 易 水 道 特 別 会 計

土　　　　地� 7,152㎡

建　　　　物� 1,092㎡

農業集落排水処理施設事業特別会計

土　　　　地� 7,504㎡

建　　　　物� 755㎡

土　　　　地� 669㎡

建　　　　物� 1,035㎡

健診センター施設整備等基金� 2億円

国民健康保険直診勘定特別会計

健 診 セ ン タ ー 特 別 会 計

収
益
的

資
本
的

※収益的収入・支出とは営業的な経費のこと。
※資本的収入・支出とは建物の建設費などのこと。

平成17年9月30日現在　人口21,206人　世帯数6,903世帯

平成17年3月31日現在　人口21,316人　世帯数6,887世帯

※収益的収入・支出とは営業的な経費のこと。
※資本的収入・支出とは建物の建設費などのこと。

歳　入 歳　出
老 人 保 健 24億3,432万円 24億3,383万円
国民健康保険 23億5,800万円 23億1,068万円
介 護 保 険 16億8,534万円 16億6,820万円
下 水 道 事 業 5億8,614万円 5億7,951万円

農業集落排水
処理施設事業

2億7,912万円 2億7,410万円

簡易水道事業 6,943万円 6,522万円

国 民 健 康 保
険 直 診 勘 定

1億1,461万円 1億1,361万円

健診センター 3億6,066万円 3億3,741万円

収　入 支　出
収 益 的 29億4,116万円 29億1,386万円
資 本 的 1億5,943万円 2億2,498万円

町民1人当たりが納める町の税金
61,324円

（1世帯当たりでは　188,388円）

町民1人当たりに使われる町のお金
446,104円

（1世帯当たりでは　1,377,539円）
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五
戸
地
方
農
産
物
品
評
会

第８回

　
収
穫
の
秋
・
文
化
の
秋

五
戸
町
産
業
と
文
化
ま
つ
り

第21回

１　

等

１　

等

優　

等

り

ん

ご（
王
林
）

り

ん

ご（
王
林
）

り

ん

ご（
ジ
ョ
ナ
ゴ
ー
ル
ド

）

り

ん

ご（
紅
玉
）

り

ん

ご（
ふ
じ
）

石
ヶ
森　

幹　

雄

佐
々
木　

藤　

吉

関　

口　

利　

顕

浦
屋
敷　

節　

男

北　

上　

一　

浩

浅　

田

八　

戸

浅　

田

倉　

石

浅　

田

玄　
　

米（
ゆ
め
あ
か
り
）

工　

藤　

喜　

男

八　

戸

優　

等

玄　
　

米（
ゆ
め
あ
か
り
）

沢　

田　

太　

治

川　

内

農
産
物
品
評
会
入
賞
者
（
優
等
・
１
等
の
み
、敬
称
略
）

果　
　

樹

水　
　

稲

等　

級

品　
　
　
　
　

目

氏　
　
　
　
　

名

所
属
農
協
等

産業まつり会場には、地元産品を求めて大勢の買物客が訪れた

手作り作品の数々 景品とれたかな？

文化まつり会場で行われた小・中学校音楽会

入賞者の皆さん、おめでとうございます

　
11
月
４
日
か
ら
６
日
ま
で
の

３
日
間
、
第
21
回
五
戸
町
産
業
と

文
化
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
産
業
ま
つ
り
会
場
の
五
戸
ド
ー

ム
で
は
商
工
会
大
バ
ザ
ー
ル
、
五

戸
地
方
農
産
物
品
評
会
、
つ
き
た

て
の
も
ち
の
即
売
、
ア
イ
デ
ィ
ア

料
理
の
実
演
な
ど
が
催
さ
れ
、
３

日
間
で
延
べ
６
、２
０
０
人
余
り

が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

　
文
化
ま
つ
り
会
場
の
町
立
公
民

館
で
は
、
絵
画
や
生
け
花
な
ど
の

作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

「
平
成
の
五
戸

八
景
」
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
の

表
彰
式
も
行
わ

れ
、
入
賞
８
作

品
の
う
ち
町
民

賞
２
作
品
は
、

来
場
者
の
人
気

投
票
で
決
め
ら

れ
ま
し
た
。

　
大
ホ
ー
ル
で

は
小
・
中
学
校

音
楽
会
と
各
文

化
団
体
の
歌
や
踊
り
、
ピ
ア
ノ
演

奏
な
ど
の
芸
能
発
表
が
あ
り
、
日

ご
ろ
の
練
習
の
成
果
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　
第
８
回
五
戸
地
方
農
産
物
品
評

会
の
褒
賞
授
与
式
が
11
月
６
日
、

産
業
ま
つ
り
会
場
の
五
戸
ド
ー
ム

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
ず
ら
り
と
並
べ
ら
れ
た

農
産
物
は
、
五
戸
町
と
新
郷
村
の

農
家
が
丹
精
を
込
め
て
育
て
た
自

慢
の
逸
品
。
品
質
の
高
い
農
産
物

の
数
々
に
多
く
の
来
場
者
が
足
を

と
め
て
い
ま
し
た
。
農
産
物
は
式

の
あ
と
販
売
さ
れ
、良
質
の
も
の

が
安
く
買
え
る
と
あ
っ
て
、
買
い

物
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
各
部
門
の
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。
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五戸町教育長賞
「先人の足跡踏みしめて」

金澤　和子

五戸町商工会会長賞
「春にたわむれる馬たち」

古川　富士夫

五戸町文化協会会長賞
「平成の虹」
中田　盛雄

東奥日報社賞
「お祭り、川の見える風景」

古舘　正彦

五戸町観光協会会長賞
「田の草取り踊り」

金澤　睦雄

町民賞
「秋の五戸川」
古舘　教子 町民賞

「奥州街道」
北村　ちさ

デーリー東北新聞社賞
「桜満開」
新井田　壽弘

　
「
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
考
え
、自
分
た
ち
に
で
き

る
活
動
を
」
と
結
成
さ
れ

た
住
民
団
体
ま
ち
づ
く
り

Ｇ
―

Ｆ
ｉ
ｖ
ｅ
　
Ｄ
ｏ
ｏ
ｒ

（
赤
坂
喜
美
代
表
）
が
主
催

し
た
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

に
は
、
１
１
８
点
の
作
品

が
集
ま
り
ま
し
た
。
入
賞

８
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

あなたが選ぶ
平成の五戸八景
フォトコンテスト

あなたが選ぶ
平成の五戸八景
フォトコンテスト

１　

等

優　

等

優　

等

１　

等

に
ん
に
く

な
が
い
も（
春
掘
）

な
が
い
も（
秋
掘
）

な
が
い
も（
秋
掘
）

に
ん
に
く

な
が
い
も（
春
掘
）

な
が
い
も（
秋
掘
）

久
保
田　

博　

三

崎　
　
　

正　

志

三　

浦　
　
　

修

三　

浦　

與
志
治

福　

山　
　
　

巌

類　

家　

鐵　

男

柳　

原　

弘　

達

１　

等

１　

等

優　

等

輪　
　

菊
（
神　

馬
）

川　

原　

寛　

一

新　

郷

輪　
　

菊
（
神　

馬
）

小　

坂　
　
　

守

新　

郷

輪　
　

菊
（
神　

馬
）

佐　

野　

純　

一

新　

郷

優　

等

川　

内

新　

郷

八　

戸

豊
間
内

新　

郷

マ
ル
ケ
イ

豊
間
内

大　
　

根

佐
々
木　
　
　

智

新　

郷

ご

ぼ

う

川　

崎　

正　

志

マ
ル
ケ
イ

ね　
　

ぎ

佐
々
木　

福　

栄

川　

内

大　
　

根

佐
々
木　

文　

雄

川　

内

ね　
　

ぎ

鳥
谷
部　

妙　

子

五　

戸

丸

い

も

小　

渡　
　
　

登

倉　

石

は
く
さ
い

中　

里　

元　

一

川　

内

き
ゅ
う
り

中　

山　

政　

弘

川　

内

キ
ャ
ベ
ツ

鈴　

木　

正　

義

川　

内

に
ん
じ
ん

巴　
　
　

俊　

悦

豊
間
内

ピ
ー
マ
ン

松　

尾　

武　

久

八　

戸

特
産
野
菜

花　
　

き

１　

等

大　
　

豆

石
川
原　

た　

か

倉　

石

雑　
　

穀

一
般
野
菜　

２

一
般
野
菜　

１
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緑
の
校
庭
で
の
び
の
び
と

五
戸
町
女
性
消
防
隊
が
快
挙

全
国
大
会
で
銅
メ
ダ
ル

切谷内小学校に完成した芝生の校庭

又重小学校の校庭には巨大なネコバスが出現

全国大会でポンプ操法を披露する五戸町女性消防隊のメンバー

▼
切
谷
内
小
学
校
（
伊
藤
新
吉
校

長
）
で
こ
の
ほ
ど
、
校
庭
の
芝
生

化
が
完
工
し
ま
し
た
。
同
事
業
は

町
が
進
め
る
「
合
併
ま
ち
づ
く
り

計
画
」
の
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
つ
で
あ
り
、
同
校
が
合
併
後
初

の
実
施
。
旧
倉
石
村
時
代
に
芝
生

化
が
完
了
し
て
い
た
石
沢
小
学
校

（
林
久
人
校
長
）
と
又
重
小
学
校

（
澤
田
た
か
子
校
長
）
に
次
い
で
、

町
内
３
校
目
と
な
り
ま
し
た
。

　
緑
一
面
の
校
庭
に
児
童
た
ち
は

大
喜
び
。
ま
た
、
地
域
活
動
の
場

と
し
て
も
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
後
の
維
持
管
理
は
、
地

元
住
民
か
ら
成
る
芝
生
管
理
委
員

会
が
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

▼
平
成
13
年
度
に
校
庭
が
芝
生
化

さ
れ
た
又
重
小
学
校
で
は
、
ア
ニ

メ
映
画
「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」
に

登
場
す
る
ネ
コ
バ
ス
が
芝
生
に
描

か
れ
話
題
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
同
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
三
浦
和
仁
会
長
）

が
制
作
し
た
も
の
で
大
き
さ
は
縦

約
40
メ
ー
ト
ル
、
横
約
50
メ
ー
ト

ル
に
も
な
り
ま
す
。
形
に
沿
っ
て

肥
料
を
ま
き
、
そ
の
部
分
が
枯
れ

ず
に
緑
色
を
保
っ
て
い
る
こ
と
で

出
現
し
ま
し
た
。
「
お
か
え
り
！
」

の
文
字
は
、
病
気
で
半
年
間
学
校

を
休
ん
で
い
た
あ
る
児
童
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
な
の
だ
そ
う
で
す
。

　
10
月
20
日
、
横
浜
市
で
行
わ
れ

た
「
第
17
回
全
国
女
性
消
防
操
法

大
会
」
に
五
戸
町
消
防
団
（
川
h

七
保
団
長
）
の
女
性
消
防
隊
（
中

野
温
子
隊
長
）
が
青
森
県
代
表
と

し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　
同
大
会
は
軽
可
搬
ポ
ン
プ
か
ら

ホ
ー
ス
を
延
長
し
、
60
メ
ー
ト
ル

先
の
的
に
向
か
っ
て
放
水
す
る
も

の
。
標
的
の
ボ
ー
ル
を
落
と
す
ま

で
の
時
間
、
動
作
の
規
律
や
統
制

な
ど
が
審
査
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
五
戸
町
は
全
国
47
都
道
府
県
中

第
６
位
の
成
績
で
、
３
チ
ー
ム
に

与
え
ら
れ
た
優
秀
賞
（
銅
メ
ダ
ル
）

を
獲
得
し
ま
し
た
。

と　き　１２月２３日（金）午後３時～６時
ところ　中 央 商 店 街（歩 行 者 天 国 ）

すまし汁の手打ちそば  餅つき即売  馬肉鍋
甘酒無料　倉石牛バーベキュー 要前売券
缶高だかコンテスト
　10分間で空き缶100個つみあげ競争
　　　（１チーム３人　参加者募集)
みんなで歌おう！　クリスマスソング大合唱
Townsイルミネーション '05コンテスト表彰式

倉石牛前売券取扱店   
12月１日発売  倉石牛200g入り1,500円  限定150食

　靴･かばんのせがわ　田中商店（中央）
　シャディーたけうち
　ヤマキ商店　みうら時計･宝石店

　町民（個人・企業）の皆さんを対象として
幅広く参加者を募集します。

飾り付け
期　間　17年12月１日（木）～18年１月７日（土）
場　所　庭・樹木・店頭・外壁など（外から見えるように）
方　法　イルミネーション（電飾）など
　　　　（費用は参加者の自己負担となります。）

審　　査
期　日　12月12日（月）～16日（金）
基　準　創作・装飾・感動・幻想性などを総合的に評価
方　法　①当方で勝手に期日内巡回審査

（自薦他薦問わず連絡を頂ければ確実にお伺いします。）
　　　　②町民の皆さんの人気投票
　　　　　（投票した方にも抽選でプレゼント進呈！）

五戸でスマス Ｘ’ｍａｓ五戸でスマス Ｘ’ｍａｓ

企　画　プロジェクトＶ
主　催　五戸町商工会　Tel62－3151

「Ｔｏｗｎｓイルミネーション '０５コンテスト」参加者募集

今年も開催！

ファイブ 投票箱設置場所　三福商店 金沢食料品店 菊六書店 金子薬局 ヤマキ商店
岡村商店 尾形精肉店 ゆーもあ美容室 鈴木食料品店 つかさ屋 豊川商店（佐野）
Ｙショップササキ（上市川） 北村農機・油店（浅水） コミュニティストアよこさわ（又重）
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●１０月の診療科別患者数

※　入院 ＝ 毎日24時現在の在院患者延数＋毎日の退院者数　（　）＝昨年度同期

外　科内　科 産婦人科 眼　科 小児科 耳鼻科 整形外科 脳外科

外　来

入　院

外　来

入　院

14,413
（14,409）
12,841

（13,101）
30,692

（30,357）
18,968

（22,528）

12,771
（12,652）
12,326

（12,365）

12,192
（11,189）

14,950
（15,006）

14,746
（13,721）

12,653
（13,545）

12,970
（1982）
12,236

（12,420）
12,309

（12,118）
16,996

（17,515）
12,228

（12,243）

12,321
（12,259）
12,367

（12,0 9）
 2,590

（11,729）
12,382

（12,201）

12,606
（12,612）

12,350
（12,070）

15,037
（14,569）

12,350
（12,070）

12,013
（11,992）
11,498

（12,621）
14,185

（14,331）
13,616

（14,930）

12,721
（12,723）
12,415

（12,496）
14,900

（15,006）
12,860

（14,347）

皮膚科
12,183

（12,191）
12,350

（12,070）
11,431

（11,629）
12,350

（12,070）

110,668
（110,374）

114,492
（114,730）

175,527
（173,863）

130,899
（136,983）

計

患者数

４月か
らの延
患者数

　　　　診療科
区分

12,670
（12,554）

●
五
戸
総
合
病
院
医
師
一
覧
表
（
12
月
）

※
曜
日
ご
と
の
外
来
診
療
に
あ
た
る
医
師
名
は
、
各
科
外
来
受
付
に
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

地
域
総
合
医
療
の
拠
点
に

五
戸
総
合
病
院

103

内
　
　
　
科

外
　
　
　
科

産
婦
人
科

小
　
児
　
科

整
形
外
科

脳
神
経
外
科

眼
　
　
　
科

皮
　
膚
　
科

（
循
環
器
）

（
糖
尿
病
）

診
　
療
　
科

耳
　
　
鼻
　

い
ん
こ
う

科

非
常
勤

副
院
長

科
　
長

副
医
長

科
　
長

副
医
長

非
常
勤

非
常
勤

院
　
長

医
療
局
長

医
　
長

非
常
勤

副
院
長

科
　
長

科
　
長

非
常
勤

科
　
長

非
常
勤

非
常
勤

非
常
勤

職
　
名

新
井
田
修
久

医
師
名

愛
川
　
俊
信

矢
田
部
宏
一

田
口
　
　
順

對
馬
　
清
人

東
山
　
明
弘

三
浦
　
昌
人

大
根
田
　
昭

蝦
名
　
宣
男

渡
部
　
秀
一

原
田
　
昭
彦

大
村
　
範
幸

井
戸
川
敏
彦

笹
野
　
拓
也

（
弘
前
大
学
）

三
上
　
靖
隆

（
弘
前
大
学
）

深
瀬
　
栄
一

藤
原
　
貴
光

蒔
苗
　
公
利

袴
田
真
理
子

袴
田
真
理
子

安
田
　
　
京

（
東
北
大
学
）

　水
曜
日
の
午
後

　（
総
合
診
療
担
当
）

　木
曜
日

　第
１
・
３
火
曜
日

　（
科
長
）

　第
２
・
４
金
曜
日

　金
曜
日
・
土
曜
日

　（
医
療
技
術
局
長
）

　火
〜
水
曜
日

　月
曜
日

　火
曜
日

　木
曜
日

　金
曜
日

　木
曜
日

備
　
　
　
考

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
は
第
57
回
人
権
週
間
で
す

　
青
森
地
方
法
務
局
と
青
森
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
次
の
強
調

事
項
を
掲
げ
、
皆
さ
ん
に
人
権
尊
重
思
想
の
大
切
さ
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

◆
平
成
17
年
度
啓
発
活
動
重
点
目
標

　
「
育
て
よ
う
　
一
人
一
人
の
　
人
権
意
識

　
　
　
　
―
思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に
―
」

◇
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

◇
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

◇
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う

◇
障
が
い
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現
し
よ
う

◇
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
な
ど
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

◇
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う
　

◇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵
害
は
や
め
よ
う

　
毎
日
の
生
活
の
中
で
お
困
り
の
と
き
は
、
青
森
地
方
法
務
局
八
戸
支

局
、
ま
た
は
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

・
青
森
地
方
法
務
局
八
戸
支
局
　
　
℡
24 

│ 

３
３
４
６

・
子
ど
も
人
権
１
１
０
番
　
　
　
　
℡
０
１
７ 

│ 

７
７
４ 

│ 

１
０
２
０

・
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
　
　
℡
０
１
７ 

│ 

７
７
４ 

│ 

１
０
４
０

・
五
戸
町
人
権
擁
護
委
員

　
沼
　
畑
　
　
　
清
　
　
℡
26 

│ 

３
２
４
９

　
久
　
保
　
　
　
正
　
　
℡
77 

│ 

２
５
９
３

　
a
　
奥
　
　
　
惠
　
　
℡
62 

│ 

２
０
２
６

　
石
　
渡
　
幹
　
郎
　
　
℡
67 

│ 

２
９
０
６

　
川
　
h
　
光
　
雄
　
　
℡
68 

│ 

３
１
８
４

　
原
　
　
　
　
　
博
　
　
℡
68 

│ 

２
０
８
４

　
a
　
谷
　
冨
士
男
　
　
℡
77 

│ 

３
０
９
４

◆
特
設
人
権
相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ

・
日
　
時
　
　
平
成
17
年
12
月
６
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分
か
ら
４
時

・
場
　
所
　
　
町
立
公
民
館

・
相
談
員
　
　
五
戸
町
人
権
擁
護
委
員



８．特別職の報酬等の状況（Ｈ１７.４.１現在）

９．部門別職員数の状況と主な増減理由（Ｈ１７.４.１現在）

（注）職員数は一般職に属する職員（教育長を含む）数です。

区　　　　　分 職　員　数（人）
部　　　　　門

小 　 　 計

小 　 　 計

普 通 会 計 　計

合　　　　　　　計

病　　　院
下 水 道
簡 易 水 道
農業集落排水
国 保 事 業
国 保 直 診
老 　 　 人
介 護 保 険

公営企業等

会 計 部 門

教 　 　 育特 別 行 政
部 　 　 門

小 　 　 計

一 般 行 政

部 　 　 門

議 　 　 会
総 務 企 画
税 　 　 務
民 　 　 生
衛 　 　 生
農 林 水 産
商 　 　 工
土 　 　 木

32
148

171
319

147
6

6

1
11

32
116

2
38
13
23
13
15
1
11

30
144

169
313

146
6

5

1
11

30
114

2
38
13
21
13
15
1
11

1

△ 6

△ 8
△ 1

1

△ 1
△ 1

4

△ 1

△ 4
△ 2
△ 2
△ 2

△ 2
△ 8
△ 9

△ 1

△ 1

△ 2

89

77
12
12
65

12

△ 1
1
1
1

8

2

1
20
1

21
14
4

4

欠員不補充

合併による増

合併による増

合併による増

合併による増

合併による増

15年 16年

42
221

181
402

145
7
1
1
5
8
1
13

42
179

3
58
14
42
27
19
1
15

17年 15年 16年 17年
対前年増減数（人） 主 な 増 減 理 由

給 料 月 額 等区 　 　 　 分

給 料
町　　　長
助　　　役
教　育　長

768,000 円
609,000 円
561,000 円

報 酬
議　　　長
副　議　長
議　　　員

284,000 円
241,000 円
226,000 円

区　　　　　分 給 料 月 額 等

町　　　長
助　　　役
教　育　長

６月期　　　1.6 月分
12月期　　　1.7 月分
　計　　　　3.3 月分

期 末 手 当
議　　　長
副　議　長
議　　　員

６月期　　　1.6 月分
12月期　　　1.7 月分
　計　　　　3.3 月分

s

f

d区　　　分

区　分 国の制度との異同 国の制度と異なる内容内　　　　　　　　　　　容

手当の種類（手当数）
保育業務手当

職 員 全 体 に 占 め る
手 当 支 給 職 員 の 割 合
支給対象職員１人当たり
平 均 支 給 年 額

借 家 最 高 支 給 限 度 額　27,000 円
持 家 最 高 支 給 限 度 額　 3,000 円

配 偶 者　13,500 円
配 偶 者 が い な い 職 員 で 扶 養 親 族 １ 人 ま で　11,000 円

配 偶 者 以 外 の 扶 養 親 族 ２ 人 ま で
　 　１人目　 6,500 円

配 偶 者 以 外 の 扶 養 親 族 ２ 人 ま で　　２人目　 6,000 円
そ の 他 の 扶 養 親 族（１人につき）　 5,000 円
満16歳の年度初めから満22歳の年度末までの子に加算　 5,000 円

住居手当
（月　額）

扶養手当

（月　額）

交 通 機 関 利 用 者　　最 高 支 給 限 度 額　55,000 円
自 家 用 車 利 用 者　　最 高 支 給 限 度 額　35,000 円

通勤手当
（月　額）

建 設 機 械
従 事 手 当

全 職 種

２種類
486,500 円

99,000 円

24,396 円

10.9 ％

特殊勤務手当

16年度一般

会 計 決 算（ ）

区　　分

15年度

支 給 総 額 29,607 千円

職員１人当た
り 支 給 年 額

231 千円

16年度

支 給 総 額

異

同

異（自家用車）

持家一律 3,000円

距離区分により割増

22,397 千円

職員１人当た
り 支 給 年 額

116 千円

時間外勤務手当

16年度一般

会 計 決 算（ ）

i

｝



五戸町職員の給与等の公表
　平成１７年度の町職員の給与などの実態をお知らせします。
　町職員の給与はすべて「五戸町条例・規則」に明記され、新採用から退職までの給料月額および通勤、
扶養手当などの支給基準や額まで、細かく定められています。

（注）人件費とは、特別職の報酬、給料、手当および職員の給料、諸手当、職員共済組合負担金、退職手当組合負担金
　　　などの合計額をいいます。

１. 人件費の状況（普通会計決算）

２. 職員給与費の状況（一般会計予算）

３. 職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況（一般会計）（Ｈ１７.４.１現在）

４. 職員の初任給の状況（Ｈ１７.４.１現在）

７. 職員手当の状況（Ｈ１７.４.１現在）
a

（注）職員手当は、退職手当を含みません。

（注）平均給与月額とは、給料・扶養手当・管理職手当・時間外勤務手当・通勤手当および住居手当などの合計額をいいます。

区　分

区　分

区　分

区　　　分

区　分 五 戸 町

（支給率）　　自己都合　　勧奨・定年
勤 続 20 年　　21.0 月分　　27.3 月分
勤 続 25 年　　33.75 月分　　42.12 月分
勤 続 35 年　　47.5 月分　　59.28　月分
最高限度額　　59.28 月分　　59.28　月分
その他の加算措置
　定年前早期退職特別措置（２％～20％加算）
１人当たり
平均支給額　 824 千円　　23,854 千円

　　　　　　　期末手当　　　勤勉手当
　６ 月 期 　　 1.4 月分　　 0.7 月分
　12 月 期 　　 1.6 月分　　 0.7 月分
　　
　　 計 　　　 3.0 月分　　 1.4 月分

（支給率）　　自己都合　　勧奨・定年
勤 続 20 年　　21.0 月分　　27.3 月分
勤 続 25 年　　33.75 月分　　42.12 月分
勤 続 35 年　　47.5 月分　　59.28　月分
最高限度額　　59.28 月分　　59.28　月分
その他の加算措置
　定年前早期退職特別措置（２％～20％加算）

　　　　　　　期末手当　　 勤勉手当
　６ 月 期 　　 1.4 月分　　 0.7 月分
　12 月 期 　　 1.6 月分　　 0.7 月分
　　
　　 計 　　　 3.0 月分　　 1.4 月分

期末手当

勤勉手当

退職手当

国

一般行政職

技能労務職

16年度 21,316人 9,602,809 千円

17年度

平均給料月額
一 般 行 政 職

大学卒
高校卒
大学卒
高校卒

170,700 円
初　　任　　給

五 戸 町

138,800 円

136,000 円

184,400 円
採用２年経過日給料額

148,500 円

145,500 円

170,700 円
初　　任　　給

国

138,800 円

136,000 円

184,400 円
採用２年経過日給料額

148,500 円

145,500 円

５. 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（Ｈ１７.４.１現在）
区　　　分

一般行政職

技能労務職

大学卒
高校卒
大学卒
高校卒

253,600 円
経 験 年 数 １０ 年 経 験 年 数 １５ 年 経 験 年 数 ２０ 年

216,000 円
297,400 円
241,700 円

205,500 円 231,300 円

357,300 円
302,800 円

263,400 円

平均給与月額 平 均 年 齢 平均給料月額
技 能 労 務 職
平均給与月額 平 均 年 齢

五戸町 340,271 円 371,705 円 47.03 歳 275,638 円 305,582 円 45.03 歳

220 人 884,616 千円
給　　　料

95,843 千円
職員手当

350,093 千円
期末・勤勉手当

1,330,552 千円 6,048 千円
計（Ｂ）

給　　　　　　　与　　　　　　　費

167,252 千円 1,976,823 千円 20.6 ％ 18.3 ％

実質収支住民基本台帳人口
（Ｈ17. 3 .31現在）

歳　出　額
（Ａ）

職　員　数
（Ａ）

人　件　費
（Ｂ）

（参考）
15年度の人件費比率人件費率　Ｂ　　　　　─　　　　　Ａ　（ ）

１人当たり Ｂ　　　　　 ─給　与　費 Ａ（ ）

６．一般行政職の級別職員数の状況（Ｈ１７.４.１現在）

（注）１．五戸町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　　２．標準的職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され勤務している場合は、採用後の年数をいいます。

区　　分
標準的職務内容
職 員 数（人）
構 成 比（％）
１年前の構成比（％）参

考 ５年前の構成比（％）

８級
参　　事

19
10.8

７級
課　　長
４
2.3

６級
課長補佐

25
14.2

５級
班　　長

70
39.8

４級
総括主査

12
6.8

３級
主　　査

28
15.9

２級
主　　事

17
9.7

１級
主 事 補
１
0.5

計

176
100

9.3 2.3 15.5 31.8 17.1 14.0 9.3 0.7 100
6.5 4.3 15.8 25.2 28.8 7.2 10.8 1.4 100

国 329,728 円 40.03 歳 285,008 円 48.01 歳

o



路上の駐停車は除雪の
妨げになります。決め
られた場所以外での駐
停車はやめましょう。

!0

除雪作業にご協力を！除雪作業にご協力を！除雪作業にご協力を！

至市街

東北メディカル学院

まきば温泉

工業団地

ひばり野公園

雪捨て場
（苗代沢町有地）

至
国
道
４
号

至
志
戸
岸

五
戸
中

除雪車で寄せた雪を
道路に返したり、各
家庭の雪を道路に押
し出したりしないで
ください。雪を捨て
るときは指定の雪捨
て場に捨てましょう。

路上駐車はやめましょう道路に雪を捨てないでください

除雪・排雪作業は、交通渋滞を引き起こさな
いために交通量の少ない夜間・早朝に行われ
ます。ご迷惑をおかけ
しますが、ご理解
ください。

深夜作業にご理解を
除雪車は重機械であり、前後約 10 ｍは死角
となります。また、雪の中に混じっている砕石・
ガラスなどが飛び散る場合も
ありますので、30ｍ以内には
近寄らない
ようにお願
いします。

作業中の除雪車には30ｍ以内に近寄らないでください

問い合わせ先　役場建設課　TEL ６２－２１１１　内線４４６

〈
川
柳
〉

草
む
し
り
老
た
る
忘
れ
や
は
り
年

お
は
よ
う
と
吐
く
息
白
く
霜
の
朝

利
用
さ
れ
楽
し
ん
で
い
る
じ
じ
と
ば
ば

差
し
向
い
な
ぜ
か
弾
ん
で
深
ワ
イ
ン

〈
俳
句
〉

遅
れ
咲
く
垂
れ
し
狭
庭
の
紅
の
萩

今
亡
き
夫
年
忌
数
う
る
夜
長
か
な

〈
短
歌
〉

お
盆
も
過
ぎ
月
日
の
流
れ
の
早
い
こ
と

最
盛
期
も
な
く
稲
刈
り
終
わ
る

天
a
く
ス
ス
キ
手
ま
ね
く
間
木
堤

か
も
の
お
供
で
白
鳥
踊
る

ひ
っ
そ
り
と
院
の
傘
立
て
主
を
待
つ

雨
で
気
の
つ
く
忘
れ
も
の
か
な

要
介
護
予
防
の
た
め
の
散
歩
道

健
康
管
理
の
対
策
を
練
る

寒
空
を
杖
に
重
た
き
荷
を
抱
え

果
て
な
き
道
を
彷
徨
う
人
の

コ
ン
ビ
く
み
励
ま
し
あ
い
し
友
さ
り
て

さ
び
し
さ
つ
の
る
こ
が
ら
し
の
日
々

冷
え　

  

の
朝
早
く
よ
り
鉄
材
を

が
っ
ち
り
噛
み
つ
つ
ク
レ
ー
ン
首
振
る

　

佐
々
木
は
る
の
　（
上
市
川
中
区
）　

藤
村
　
ナ
ヲ
　（
鍛
冶
屋
窪
）　

久
保
田
玲
子
　（
菖
蒲
川
）　

木
　
瓜
　
子
　
　
　
　
　
　

沢
向
匿
名
　
　
　
　
　
　

鳥
谷
部
せ
ぬ
　（
ひ
ば
り
野
）　　

橘
　
ミ
ネ
子
　（
北
市
川
）　

原
　
は
つ
ゑ
　（
上
市
川
下
区
）　

類
家
　
清
美
　（
菖
蒲
川
）　

　
田
代
十
志
男
　（
上
市
川
）　

瀬
川
　
き
ゑ
　（
下
大
町
）　

a
嶋
　
春
松
　（
野
　
月
）　　

a
谷
　
ト
ヨ
　（
上
大
町
）　

●
皆
さ
ん
の
作
品
を
「
文
芸
ご
の
へ
」
に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
総
務
課
広
報
係
へ
。

　

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

さ

ま

よ
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出
稼
労
働
者
技
能
講
習
会

し
尿
く
み
取
り
申
し
込
み
に
つ
い
て

成
人
式
の
ご
案
内

平
成
18
年

表
彰
式
・
年
賀
交
換
会

若
年
者
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

訓
練
受
講
生
募
集

●
訓
練
科
目
・
定
員

・
介
護
福
祉
科
　
　
　
　
　
10
人

・
医
療
事
務
科
　
　
　
　
　
10
人

・
パ
ソ
コ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
科
　
10
人

・
自
動
車
運
転
科
　
　
　
　
10
人

●
訓
練
期
間
　
２
か
月

●
対

象

者

お
お
む
ね
30
歳
未
満
の
雇
用
保

険
受
給
資
格
の
な
い
求
職
者

●
受

講

料

無
料
（
教
材
費
、
資
格
試
験
受

験
料
な
ど
は
自
己
負
担
）

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
18
年
１
月
31
日（
火
）ま
で

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
県
立
八
戸
工
科
学
院

　
℡
28 

│ 

６
８
１
１

　
平
成
18
年
五
戸
町
成
人
式
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
五
戸
町

出
身
者
で
あ
れ
ば
、
現
在
他
市
町

村
に
住
ん
で
い
て
も
生
年
月
日
が

該
当
す
る
と
出
席
で
き
ま
す
。

●
対

象

者

昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

61
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

※
対
象
者
全
員
に
、
実
行
委
員
会

が
案
内
ハ
ガ
キ
を
発
送
し
て
い

ま
す
。
出
欠
の
返
信
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
日
時
・
場
所

　
平
成
18
年
１
月
８
日
（
日
）

　
町
立
公
民
館

・
受
付

　
午
後
０
時
30
分
か
ら
１
時
15
分

・
式
典

　
町
立
公
民
館
大
ホ
ー
ル

　
午
後
１
時
30
分
か
ら

・
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー

　
ア
ピ
ル
五
戸

　
午
後
３
時
か
ら

※
会
費
は
１
、０
０
０
円
で
自
由

参
加
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
℡
62 

│ 

７
９
６
５
（
直
通
）

●
車
両
系
建
設
機
械（
整
地
、
運

搬
、
積
み
込
み
お
よ
び
掘
削
用
）

運
転
技
能
講
習
　
　
定
員
８
人

○
日
　
時

　
平
成
18
年
１
月
23
日（
月
）か
ら

　
平
成
18
年
１
月
26
日（
木
）ま
で

○
場
　
所
　
十
和
田
市

○
申
し
込
み
期
限

　
平
成
18
年
１
月
６
日（
金
）

●
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技

能
講
習
　
　
　
　
　
定
員
７
人

○
日
　
時

　
平
成
18
年
１
月
18
日（
水
）か
ら

　
平
成
18
年
１
月
20
日（
金
）ま
で

○
場
　
所
　
十
和
田
市

○
申
し
込
み
期
限

　
平
成
17
年
12
月
28
日（
水
）

●
玉
掛
技
能
講
習
　
　
定
員
７
人

○
日
　
時

　
平
成
18
年
１
月
25
日（
水
）か
ら

　
平
成
18
年
１
月
27
日（
金
）ま
で

○
場
　
所
　
十
和
田
市

○
申
し
込
み
期
限

　
平
成
18
年
１
月
６
日（
金
）

※
応
募
資
格
な
ど
詳
細
は
、
左
記

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
八
戸
公
共
職
業
安
定
所

　
℡
22 

│ 

８
６
０
９

　
町
で
は
、
平
成
18
年
の
表
彰
式
・

年
賀
交
換
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
日
　
　
時

　
平
成
18
年
１
月
４
日
（
水
）

　
午
前
11
時
か
ら

●
場
　
　
所
　
　
　
町
立
公
民
館

●
会
　
　
費
　
　
１
、０
０
０
円

●
申
し
込
み
先

役
場
総
務
課
・
川
内
支
所
・

浅
田
支
所
・
倉
石
支
所

●
申
し
込
み
期
限

　
平
成
17
年
12
月
16
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
２
１
１

　
例
年
11
月
末
か
ら
12
月
に
か
け

て
、
し
尿
の
く
み
取
り
申
し
込
み

が
集
中
し
混
雑
し
ま
す
の
で
、
年

内
に
く
み
取
り
を
希
望
す
る
方

は
、
12
月
10
日（
土
）ま
で
に
下
記

の
業
者
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
く
み
取
り
業
務
は
12
月

29
日（
木
）か
ら
１
月
３
日（
火
）

ま
で
休
業
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
先

　
青
森
県
南
清
掃
株
式
会
社

・
本
社
（
十
和
田
市
）

　
℡
０
１
７
６ 

│ 

23 

│ 

４
３
５
１

・
五
戸
営
業
所

　
℡
62 

│ 

２
４
１
６



●
日
　
時

・
一
次
試
験

　
平
成
18
年
１
月
29
日
（
日
）

・
二
次
試
験

　
平
成
18
年
２
月
26
日
（
日
）

●
場
　
所

・
本
会
場

　
国
立
八
戸
工
業
高
等
専
門
学
校

・
準
会
場

　
各
学
校
、
予
備
校
、
塾
な
ど

●
検
定
料

　
１
、２
０
０
〜
７
、５
０
０
円

　（
級
と
会
場
で
異
な
り
ま
す
。）

●
受
付
期
間

　
平
成
17
年
12
月
１
日（
木
）か
ら

　
平
成
17
年
12
月
26
日（
月
）ま
で

●
申
し
込
み
方
法

準
会
場
、
特
約
書
店
、
コ
ン
ビ

ニ
、
郵
便
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
申
し
込
み
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

・
日
本
英
語
検
定
協
会

　
八
戸
会
場
実
施
委
員
　
佐
藤

　
℡
０
５
０ 

│ 

７
５
２
８ 

│ 

７
７
４
６

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　http://w
w

w
.eiken.or.jp/

●
日
　
時

　
平
成
17
年
12
月
22
日
（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
40
分

●
場
　
所

　
八
戸
市
総
合
福
祉
会
館

●
内
　
容

・
講
演
「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
と

は
？
―
治
療
と
ま
わ
り
の
人
た

ち
の
か
か
わ
り
方
―
」

　
笹
　
博
　
氏
（
八
戸
市
民
病
院
）

・
体
験
談
「
私
の
酒
と
親
父
の
説

教
」

成
島
　
開
峰
　
氏
（
岩
手
県
断

酒
会
会
長
）

●
参
加
料
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
先

三
戸
地
方
健
康
福
祉
こ
ど
も
セ

ン
タ
ー
保
健
部
（
八
戸
保
健
所
）

℡
27 

│ 

５
１
１
１
内
線
２
８
５

　
労
働
者
を
１
人
で
も
雇
っ
て
い

る
事
業
主
は
、
労
災
保
険
に
加
入

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
平
成

17
年
11
月
１
日
か
ら
労
災
保
険
未

加
入
の
事
業
主
に
対
す
る
費
用
徴

収
制
度
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
事
業
主
が
労
災

保
険
の
加
入
手
続
き
を
怠
っ
て
い

た
期
間
中
に
労
災
事
故
が
発
生
し

た
場
合
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料

を
徴
収
す
る
ほ
か
に
①
労
災
保
険

の
加
入
に
つ
い
て
行
政
機
関
か
ら

指
導
等
を
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
手
続
き
を
行
っ
て
い
な
か
っ

た
場
合
は
保
険
給
付
額
の
１
０
０

％
②
行
政
機
関
か
ら
の
指
導
等
を

受
け
て
い
な
い
も
の
の
、
労
災
保

険
適
用
事
業
と
な
っ
た
時
か
ら
１

年
を
経
過
し
て
な
お
手
続
き
を
行

っ
て
い
な
か
っ
た
場
合
は
保
険
給

付
額
の
40
％
を
事
業
主
か
ら
徴
収

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

・
青
森
労
働
局

　
℡
０
１
７ 

│ 

７
３
４ 

│ 

４
１
１
２

・
八
戸
労
働
基
準
監
督
署

　
℡
46 

│ 

３
３
１
１

!2

労
災
保
険
未
加
入
の
事
業
主

に
対
す
る
費
用
徴
収
制
度
が

強
化
さ
れ
ま
し
た

英
語
技
能
検
定
試
験

ア
ル
コ
ー
ル
健
康
講
座

　平成18年度用町民カレンダー（平成18
年３月発行）掲載作品を募集します。五
戸町の行事や風景・暮らしなど、ふるっ
てご応募ください。

◎募集作品
写真・絵・版画など（未発表作品で
１人２点まで）

◎応募方法
作品に題名・住所・氏名・電話番号を
添えて、役場総務課に持参してくだ
さい。

◎応募締切
　平成17年12月22日（木）

◎その他
写真に肖像権を有する人物などが含ま
れている場合、応募者本人が公表の承
諾を得てください。採用の場合、著作・
使用権は五戸町役場に帰属します。

◎問い合わせ先
　役場総務課　262－2111　内線215　中里

　県教育委員会では、運動習慣を身につけるきっかけと
して、誰もが親しめるスポーツ・レクリエーション教室
を開催します。この機会にぜひ参加してみてください。

開催のお知らせ開催のお知らせ

●問い合わせ・申し込み先　県教育庁スポーツ健康課　2017－734－9211

日　　時

12／１（木）　19:00～ インディアカ
３Ｂ体操

バウンドテニス
３Ｂ体操

ボウリング

バウンドテニス

バウンドテニス

フォークダンス

バウンドテニス
ウォーキング

12／２（金）　19:00～

12／３（土）　10:00～
12／４（日）　10:00～
12／８（木）　19:00～

12／16（金）　19:00～

種　　目 場　　所

十和田市総合体育センター

12／20（火）　19:00～ バウンドテニス
３Ｂ体操 十和田市総合体育センター

十和田市総合体育センター

十和田市総合体育センター

陸上競技
ペタンク12／17（土）　14:00～ 八戸市東体育館

12／19（月）　19:00～ 八戸市体育館

八戸市東体育館

ワヤマボウル

「あなたにフィット！ スポレク教室」「あなたにフィット！ スポレク教室」
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12月の
行事予定
12月の
行事予定

12月の
相 　 談
12月の
相 　 談

12月の
献 　 血
12月の
献 　 血

12月11日（日）から20日（火）まで

●町民カレンダーと合わ
　せてご利用ください。
●行事についての問い合わせ
　ＴＥＬ62 ―2111 五戸町役場

■３日（土）　クリスマスコンサート

　１７：１５～　 町図書館

■４日（日）　柏レイソルサッカー教室

　９：３０～　 五戸ドーム

■18日（日）　町長杯ソフトバレーボール大会

　９：００～　 倉石スポーツセンター

■23日（金）　五戸でスマス Ｘ’ｍａｓ

　１５：００～　 中央商店街

相談は無料です

■４日（日）法務局なんでも相談所

　１０：００～１６：００　法務局八戸支局

■６日（火）人権特設相談

　１３：３０～１６：００　町立公民館

■13日（火）行政相談

　１０：００～１５：００　倉石コミュニティセンター

■２7日（火）行政相談

　１３：００～１６：００　倉石温泉

■毎週木曜日

　みんなの保健室（健康相談）

　１３：００～１５：００　役場保健衛生課

■交通事故移動相談

　日程は相談者と調整

　℡０１７－７３４－９２３５

健康なあなたと
私にできること

■20日（火）

　９：３０～１３：００　五戸高等学校

　１４：４０～１６：００　㈱阿部繁孝商店

■年末年始の休み
12/ １/
28
水

役場・各支所（一般事務）
2 6 2 －2 1 1 1

五 戸 総 合 病 院
2 6 1 －1 2 0 0

町 立 公 民 館
2 6 2 －7 9 7 6

図 書 館
2 6 1 －1 0 4 0

ご み 収 集
2 0 1 7 6 －2 8 －2 6 5 4

（十和田地域広域事務組合）

斎 場
262－2111

（役場保健衛生果）

スポーツ振興公社（ドーム）
2 6 2 －2 3 0 1

スポーツ交流センター
倉石スポーツセンター

ご み 搬 入

五 戸 ・
新郷の方

それ以外
の 方

29
木

29 ３～

29 ２～

28

30

29

４

４

３

３

～

～

～

～

～

29 ～

29

31

31午後～ ３

３

３

29 ３～

29 ３～

29 ２～

28

30

29

４

４

３

３

～

～

～

～

～

29 ～

29

31

31午後～ ３

３

３

29 ３～

30
金

31
土

１
日

２
月

３
火

４
水

※救急患者は診療します。※救急患者は診療します。

五戸町交通安全対策協議会　五戸警察署

冬の交通安全県民運動

早め点灯運動　12月の点灯目安時刻…15：00

１ 飲酒運転の根絶
２ 高齢者の交通事故防止
３ 冬道の安全運転の推進
４ 夕暮れ時の早め点灯の推進

運動
の
重点

40年ぶりの
死者２桁台を目指して

県民の総力結集！！

平成17年に新たに　　　　　　　となった
平成18年において　　　　　　　で あ る

消費税の簡易課税制度を選択するには

平成17年12月31日（土）までに
「簡易課税制度選択届出書」の提出が必要です。
詳しくは、八戸税務署　2４３－０３１５へお問い合わせください。

事業所から出るごみの
リサイクル推進について

　ごみを分別しないまま清掃業者へ出す事業所があります。
　限られた地球の資源を活用するために、ごみの分別を推進
し、減量化に努めましょう。

問い合わせ先　役場保健衛生課　2６２－７９５８（直通）

課税事業者 個人事業者の方へ
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「
献
上
米
を
納
め
た
三
浦
芳
三（
上
）」

町 の 人 口

（前月対比） 

　男　１０,２２０人　（－23）

　女　１０,９５７人　（－６）

総人口２１,１７７人　（－29）

世帯数１６,９１２世帯（＋９）

平成17年11月１日現在

１２月 の 納 期 

納
期
限
12
月
26
日

 

町
県
民
税  

第
４
期

 

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

  

第
２
期

この広報紙は古紙配合率100％の再生紙を使用しています

献穀田の祈願祭に出席した関係者

早乙女の田植え風景

■
切
谷
内
保
育
所
（
三
浦
俊
夫

所
長
）
で
は
、
五
戸
プ
ル
タ

ブ
の
会
（
三
浦
ゑ
み
会
長
）

に
プ
ル
タ
ブ
約
40
キ
ロ
を
贈

り
ま
し
た
。
同
会
は
集
め
た

プ
ル
タ
ブ
を
車
い
す
に
換
え
、

病
院
な
ど
に
贈
っ
て
い
ま
す
。

に
い
な
め
さ
い

の
り
と

か
す
り

や
ぐ
ら

　
今
か
ら
六
十
七
年
前
、
豊
間
内

の
三
浦
芳
三
が
新
嘗
祭
（
現
在
の

勤
労
感
謝
の
日
）
の
献
上
米
を
昭

和
天
皇
へ
納
め
、
宮
内
省
（
現
宮

内
庁
）
か
ら
感
謝
状
が
授
与
さ
れ

た
。
昭
和
十
三
年
秋
の
話
で
あ
る
。

　
芳
三
は
芳
雄
・
り
つ
の
三
男
と

し
て
明
治
三
十
五
年
一
月
十
日
、

豊
間
内
六
十
一
番
地
で
生
ま
れ
た
。

同
家
の
屋
号
は
嘉
兵
衛
屋
と
呼
び
、

二
百
五
十
年
前
か
ら
の
旧
家
で
代
々

豊
間
内
郷
の
肝
入
り
を
務
め
て
い

る
。

　
集
落
は
ず
れ
に
あ
っ
た
豊
間
内

小
学
校
が
現
在
の
五
ヶ
久
保
に
移

転
し
た
の
は
明
治
三
十
一
年
。
校

長
は
会
津
藩
士
の
渡
辺

源
三
先
生
で
習
字
の
う

ま
い
方
だ
っ
た
。
芳
三

は
そ
の
後
誕
生
し
て
い

る
の
で
新
校
舎
に
入
学

し
た
こ
と
に
な
る
。

　
大
正
三
年
三
月
に
は

小
泉
　
惣
三
郎
　

三
浦
　
保
太
郎

種
市
　
幸
治
　
　

三
浦
　
芳
三

佐
々
木
　
嘉
太
郎
　

佐
々
木
　
専
太
郎

庭
田
　
徳
次
郎
　

三
浦
　
千
代
三
郎

小
泉
　
松
太
郎
　
高
橋
　
松
之
助

巴
　
　
松
蔵
　
　
三
浦
　
徳
次
郎

三
浦
　
三
次
郎
　
佐
々
木
　
ふ
じ

種
市
　
ハ
ツ
　
　
松
尾
　
ユ
キ

の
十
六
人
が
卒
業
。
芳
三
と
小
泉

惣
三
郎
（
豊
崎
村
警
防
団
長
、
七

崎
郵
便
局
長
）
は
八
戸
中
学
校
に

入
学
。
卒
業
す
る
と
芳
三
は
、
母

校
豊
間
内
小
学
校
と
五
戸
小
学
校

の
代
用
教
員
を
務
め
、
子
弟
教
育

に
心
血
を
注
ぐ
。

　
そ
の
後
、
米
作
り
を
始
め
、
秋

に
は
農
産
物
品
評
会
に
良
質
の
米

を
出
品
し
、
何
回
か
一
等
賞
を
受

賞
。
審
査
員
か
ら
も
高
い
評
価
を

受
け
て
い
る
。

　
昭
和
十
三
年
五
月
、
県
か
ら
の

達
し
に
よ
っ
て
、
芳
三
に
献
穀
田

の
指
定
が
あ
り
、
豊
崎
村
消
防
組

豊
間
内
分
団
屯
所
前
で
献
穀
田
の

無
事
故
と
豊
作
を
願
う
祈
願
祭
が
、

村
有
志
や
県
関
係
者
ら
が
一
同
に

集
合
し
て
実
施
さ
れ
た
。
神
官
の

祝
詞
が
奏
上
さ
れ
る
脇
に
は
、
高

い
火
の
見
櫓
が
印
象
的
に
そ
び
え

て
い
た
。
続
い
て
、
村
民
や
県
関

係
者
が
見
守
る
な
か
、
芳
三
が
白

装
束
に
身
を
清
め
、
種
ま
き
が
行

わ
れ
た
。
残
念
な
が
ら
戦
後
、
耕

作
日
誌
が
火
災
で
焼
け
、
品
種
が

「
亀
ノ
尾
三
号
」
な
の
か
「
農
林
」

な
の
か
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
新
嘗
祭
に
昭
和
天
皇
へ
献

上
米
を
献
納
す
る
の
は
三
八

地
方
で
も
初
め
て
ら
し
か
っ

た
。
穀
物
商
人
が
語
る
話
で

は
当
時
、
南
部
地
方
に
お
け

る
良
質
米
は
福
地
米
で
そ
れ

に
並
ぶ
豊
間
内
米
と
評
価
さ

れ
て
い
た
。
豊
間
内
の
水
田

は
盆
地
の
た
め
、｢

や
ま
せ｣

の
影

響
が
少
な
く
、
一
等
米
や
優
等
米

が
生
産
さ
れ
る
の
だ
と
い
う
。

　
六
月
中
旬
、
白
装
束
の
関
係
者

や
県
職
員
が
見
守
る
な
か
、
豊
間

内
・
志
戸
岸
・
岩
ノ
脇
集
落
の
処

女
会
員
三
十
人
が
絣
の
着
物
に
編

笠
を
か
ぶ
り
、
定
規
で
一
列
に
並

び
一
斉
に
苗
を
植
え
た
。
数
え
で

十
五
、
六
歳
の
若
い
娘
ば
か
り
で
、

十
五
ア
ー
ル
の
田
ん
ぼ
に
は
、
し

め
縄
を
張
り
、
入
口
に
は
「
新
嘗

祭
献
穀
田
」
と
書
か
れ
た
栗
の
木

の
角
柱
を
建
て
た
と
古
老
た
ち
は

語
る
。
（
続
く
）

　
五
戸
町
文
化
財
審
議
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
榮
一


